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心配ごと相談
▶ 12日 （火）日生住民センター
▶ 19 日 （火） ふらっと六瀬
▶ 26日 （火）ゆうあいセンター
 いずれも 10:00 ～ 12:00 
◇民生委員による生活全般の
困りごと相談

☎ 764 － 5814
民生委員・児童委員協議会

障がい者相談
▶ 28 日（木）13:30 ～ 15:30
ゆうあいセンター
◇当事者団体の相談員による身
体・知的・精神障がい者の相談

☎ 766 － 8701
福祉課

人権相談
▶ 13 日（ 水 ）13:00 ～ 16:00
日生住民センター
◇日常生活でのいやがらせ、
いじめ、虐待、DV、不当な差
別など（法務省人権擁護委員
による相談）
にじいろ相談いながわ

▶電話相談 13 日（水）9:00
～ 12:00（☎ 080 ー 3434 −
8107）
◇性的マイノリティの悩み、
パートナーシップ宣誓制度など

☎ 768 － 0217
人権推進室

高齢者福祉相談
▶平日 8:45 ～ 17:30 ゆうあ
いセンター（訪問相談可）
◇介護・高齢者福祉に関する
相談

成年後見相談
▶ 15 日（金）10:00 ～ 12:00

（11 日までに申し込み）
◇成年後見制度に関する相談

（1 人 60 分間）
☎ 764 － 5812

地域包括支援センター

①母子父子相談
▶相談（完全予約制）
役場相談室または宝塚健康福
祉事務所※電話相談可（月～
金 9:00 ～ 17:00）
◇県母子父子自立支援員によ
る相談
②ひとり親家庭等特別相談
▶ 8 月 6 日（ 土 ）9:00 ～
17:00 ゆうあいセンター（電
話受付 19 日まで）
◇弁護士による裁判を前提と
した法律相談（オンライン）
①・②いずれも阪神北県民局

（☎ 0797 − 61 − 5176）
児童・DV 相談

▶電話・来庁 月～金 9:00 ～
17:00 役場相談室
◇家庭児童相談員による 18
歳未満の子どもや配偶者など
からの暴力などに関する相談

☎ 767 － 7477
こども課

障がい者・児相談
▶常時 8:45 ～ 17:30 ゆうあ
いセンター　
◇障がい者・児の生活と就労
に関する相談・支援

☎ 766 － 5444
障害者相談支援センター

教育相談
▶来所相談（要予約）火～金
9:00 ～ 17:00
▶電話相談 月～金 9:00～17:00
◇学校・日常生活や学業・進
路・心身の悩みなど

☎ 765 － 2065
教育支援センター

消費生活相談
▶月曜日　日生住民センター
▶水・金曜日　役場消費生活
相談コーナー　いずれも 10:00
～ 12:00、13:00 ～ 16:00
▶消費者ホットライン（☎ 1

い や や

88）
◇最寄りの窓口につながります

☎ 766 － 1110
消費生活相談コーナー

農業者年金相談
▶ 4 日（月）10:00 ～ 12:00
役場相談室
◇農業者年金の加入・受給に
関すること

農地流動化相談
▶ 11 日（月）、25 日（月）
10:00 ～ 12:00 役場相談室
◇農業経営規模拡大や農地の
貸し借りなど 

☎ 766 － 8709
農業環境課

法律相談
▶ 11 日（月）13:30 ～ 16:30
日生住民センター（電話受
付 1 日 8:45 ～、先着 6 人）
◇相続・離婚など民事トラブ
ルについて、弁護士による相
談（1 人 30 分間）

行政相談
▶ 11 日（月）13:30 ～ 16:00
日生住民センター
◇普段の生活で困っているこ
とや、行政への意見・
要望などに対してのア
ドバイスや相談窓口の
紹介など

☎ 766 － 8707
企画政策課広報戦略室

外国人生活相談（がいこくじんせいかつそうだん）
▶月曜日～金曜日  8:45 ～ 17:30
※事前にメールで連絡してください（□kokusai@town.inagawa.lg.jp）
◇日本語を母語としない人のための相談窓口(翻訳機を使います)

☎ 766 － 8783　地域交流課

「瞬」の掲載希望者・団体を随時募集中です。

※詳細は町ホームページ募集情報より

▶申込・問合せ　企画政策課広報戦略室　( ☎ 766 − 8707)
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私
は
上
阿
古
谷
に
あ
る
「
阿
古
谷
つ
な
ぐ

フ
ァ
ー
ム
」
で
働
く
、
ま
だ
２
年
目
の
新
米

農
家
で
す
。

　

元
々
は
、
西
宮
市
出
身
で
農
業
と
は
無
縁

の
生
活
で
し
た
が
、
中
学
生
時
代
に
進
路
を

考
え
て
い
る
と
き
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
農
業

を
知
り
、
阪
神
間
に
農
業
実
務
課
程
の
高
等

専
修
学
校
と
し
て
、「
猪
名
川
甲
英
高
等
学

院
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

学
校
見
学
の
た
め
に
初
め
て
阿
古
谷
に

来
た
と
き
、
西
宮
市
に
は
な
い
猪
名
川
町
の

自
然
の
風
景
や
雰
囲
気
が
と
て
も
好
き
に

な
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
農

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い

と
思
い
、
入
学
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

学
校
で
学
ん
で
い
く
中
で
、

地
域
の
先
輩
農
家
さ
ん
と
知
り

合
う
機
会
も
あ
り
、
そ
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
農
業
を
続
け
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
卒
業
直
前
の
冬
に
母
校
で
あ
る

猪
名
川
甲
英
が
「
㈱
阿
古
谷
つ
な
ぐ
フ
ァ
ー

ム
」
を
設
立
さ
れ
た
の
で
、
卒
業
と
同
時
に

「
第
１
号
社
員
」
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

　

今
、
特
に
力
を
い
れ
て
い
る
の
は
、
大
好

き
な
夏
野
菜
の
キ
ュ
ウ
リ
で
す
！
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
の
温
度
調
整
な
ど
が
難
し
い

時
期
で
も
あ
り
、
収
穫
量
も
毎
日
数
が
増
え

て
い
く
の
で
大
変
で
す
が
、「
丸
か
じ
り
を

し
て
も
お
い
し
い
新
鮮
な
野
菜
を
み
な
さ

ん
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
思
い
、
毎

日
道
の
駅
い
な
が
わ
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
採
れ
た

て
野
菜
を
町
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
出

荷
し
て
い
て
、
子
ど

も
た
ち
の
身
体
の
成

長
や
元
気
に
つ
な
が

る
給
食
を
通
じ
て
、

地
域
の
幼
稚
園
か
ら

中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
に
自
分
が

作
っ
た
野
菜
を
食
べ

て
も
ら
え
る
機
会
が

あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

猪
名
川
産
の
野
菜
な
ど

は
、
本
当
に
お
い
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
町
内
の
人
た
ち
に
は

「
地
元
で
採
れ
た
野
菜
が

一
番
お
い
し
い
」、
都
会

か
ら
来
た
人
た
ち
に
は

「
猪
名
川
産
の
野
菜
を
ま

た
食
べ
た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
農
業
に
愛
着
を
持
っ
て
頑
張
り
た

い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
２
年
目
。
勉
強
中
の
新
米
農
家

で
す
が
、
自
分
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
地
域

の
皆
さ
ん
や
先
輩
農
家
さ
ん
の
温
か
い
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ

て
来
れ
ま
し
た
。
今
度
は
、
学
校
の
後
輩
た

ち
が
就
農
な
ど
を
考
え
る
と
き
に
少
し
で

も
力
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
は
も
っ
と
、
農
家
と
し
て
の
力
を
つ

け
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
人
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
人
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
農
業
、
農
業

を
通
じ
た
交
流
な
ど
、
都
会
の
若
者
と
阿
古

谷
地
域
を
つ
な
ぐ
「
懸
け
橋
」
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
い
つ
か
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
な
農
家
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

竹内 賢治さん
（20 歳・上阿古谷）

猪名川甲英高等学院→

阿古谷つなぐファーム


